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カキ‘御所’は江戸時代の俳諧論書「毛吹草」（1645
年）の中に奈良の特産品として記載があり，かつては

将軍家への献上品として用いられていたともされる

品種である（新田，2008）．しかし，生理的落果が多

く収量性が悪いため，現在では県内でも御所市を中

心としたごく限られた地域でのみ生産が行われてお

り，産地からはその収量性の改善が求められている．

カキの生理的落果の防止方法に関しては，ジベレリ

ン（以下，GA）を用いる方法や環状剥皮による方法

などがさまざまな品種で検討されてきたが，‘御所’

に関して検討された事例はない．そこで本研究では，

‘御所’の生理的落果の防止策として人工受粉，GA
処理および環状剥皮の検討を行った． 

 
 

材材料料おおよよびび方方法法  

 
試試験験 11．．ＧＧＡＡ処処理理とと人人工工受受粉粉がが着着果果とと果果実実品品質質にに及及

ぼぼすす影影響響  

奈良県果樹振興センター（現 果樹・薬草研究セン

ター；奈良県五條市西吉野町湯塩）の圃場に植栽され

ている‘御所’（16 年生）1 樹を試験に供試した．2008
年 5 月 14 日に着蕾数を調査し，1 結果枝あたり 1～2
蕾になるように摘蕾した．1 処理区は結果枝が 6 本以

上含まれる側枝または亜主枝単位とし，各区 2 反復

とした．処理区として，GA200ppm を満開 10 日後に

幼果の正面からハンドスプレーで 2 噴射（約 0.5ml）
処理する区（以下，GA 区），センター内に植栽され

ている‘禅寺丸’，‘夫婦柿’，‘猩々’および‘豊岡’

より開花した雄花より採取した花粉（発芽率約 40～
60％）を開花時に受粉する区（以下，人工受粉区），

開花時に人工受粉を行った後，満開 10 日後に

GA200ppm を GA 区同様に処理する区（以下，人工受

粉＋GA 区），処理を行わない区（以下，無処理区）の

計 4 区を設けた．なお，満開日は処理区単位で調査

し，処理区の 8 割以上の花が開花した日とした． 7
月上旬に葉果比 20 となるように摘果を行った．その

際に，着果数と摘果果実の含核数を調査した．10 月

下旬以降，果実の赤道部が‘富有’用カラーチャート

値（日本園芸農業協同組合連合会）で 6 を超えた果実

を順次収穫し，果実重，赤道部の果皮色と糖度，果頂

裂果の有無，完全種子の個数（含核数）を調査した． 
 

試試験験 22．．ＧＧＡＡ処処理理，，花花粉粉品品種種とと花花粉粉のの発発芽芽率率のの違違いい  

がが着着果果とと果果実実品品質質にに及及ぼぼすす影影響響  

試験 1 と同一樹を用いて，2009 年 5 月 12 日に着蕾

数を調査し，1 結果枝あたり 1～2 蕾になるように摘

蕾した．花粉はセンター内に植栽されている‘禅寺

丸’，‘夫婦柿’，‘猩々’および‘豊岡’より開花した

雄花を採取後，裂開して 24 時間人工気象器内で乾燥

後，ふるいにかけて花粉を回収して，発芽率を調査し

た（データ省略）．なお，花粉は使用まで-18℃で冷凍

保存した．使用時に各品種の花粉の発芽率を調査し

（データ省略），各品種の花粉の発芽率が概ね 20％に

なるように，花粉を石松子で希釈した．‘禅寺丸’の

み希釈せずに発芽率が 50％となる区を設けた（禅寺

丸（高率）区）． GA は 100ppm を満開 10 日後に試験

1 と同様の方法で処理した．1 処理区は結果枝が数本

含まれる側枝または亜主枝単位とし，無処理区のみ 2
反復で，その他の区は反復なしとした．摘果時の着果

数や含核数，収穫時の果実品質については試験 1 と

同様の方法で調査した．なお，果実品質の調査につい
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ては各品種の花粉を利用した区では人工受粉区とし

て解析を行った． 
 

試試験験 33．．ＧＧＡＡ処処理理がが着着果果ににおおよよぼぼすす影影響響  

奈良県果樹・薬草研究センターの圃場に 2008 年に

植栽した‘御所’を用いて 2017 年および 2018 年の 2
年間調査した．2017 年は 4 樹，2018 年は 6 樹供試し，

半数を GA 処理樹，残りを無処理樹とした．2017 年

は 5 月 30 日に，2018 年は 5 月 25 日に 1 枝 1～2 蕾と

なるように摘蕾し，蕾数を調査した．GA は 100ppm
を満開 10 日後に試験 1 と同様の方法で処理した．処

理は樹単位で行った．2017 年，2018 年ともに 6 月 30
日に着果数および葉数を調査し，葉果比が 20 になる

ように摘果した．その後，2017 年は 12 月 18 日，2018
年は 11 月 21 日に果実を収穫し，果実数と果実 20 個

について果実重，赤道部の糖度とカラーチャート値

および有核率を調査した． 
 

試試験験 44．．環環状状剥剥皮皮処処理理がが着着果果ににおおよよぼぼすす影影響響  

試験 3 と同一の樹を用い，2015 年は 6 樹，2016 年

は 4 樹，2017 年は 6 樹を供試した．地上部約 50cm の

位置に鋸を用い，幅 1mm 程度で師管部まで切断する

程度の深さの切れ込みを環状に一重に入れ，剥皮処

理を行った．処理時期として 2015 年は満開日の 5 日

後，12 日後および 18 日後に行い，各 2 樹を供試し

た．2016 年は満開日の 10 日後に剥皮を行い，2 樹を

処理樹，2 樹を無処理樹とした．2017 年は満開日の 9
日後に剥皮を行い，3 樹を処理樹，3 樹を無処理樹と

した．6 月下旬（2015 年は 6 月 24 日，2016 年は 6 月

26 日，2017 年は 6 月 30 日）に果実の数を調査した．

なお，2016 年は 8 月 5 日，2017 年は 6 月 30 日に葉

数および果実数を調査し，葉果比が 20 程度となるよ

うに摘果した．2015 年は葉数を計測せず達観にて 6
月 24 日に葉果比 20 程度となるように摘果した．そ

の後，12 月上旬～中旬（2015 年は 12 月 8 日，2016

年は 12 月 16 日，2017 年は 12 月 18 日）に果実を収

穫し，試験 3 と同様にして調査を行った． 
 
 

結結果果  

 
試試験験 11．．ＧＧＡＡ処処理理とと人人工工受受粉粉がが着着果果とと果果実実品品質質にに及及

ぼぼすす影影響響    

摘果時の着果率は人工受粉区で最も低くなり，

GA 区，人工受粉＋GA 区および無処理区では高い傾

向がみられた．一方，摘果時の果実の有核率は GA
区で最も低くなり，人工受粉区で最も高い傾向がみ

られた．収穫時の着果率は GA 区，人工受粉＋GA
区および無処理区で高い傾向を示し，収穫果実の有

核率は GA 処理区で低く，人工受粉区と無処理区で

高い傾向がみられた（第 1 表）． 
果実品質については，果実重は人工受粉+GA 区で

大きく，無処理区で小さかったが，人工受粉と GA の

単独処理では有意な差は認められなかった．また，果

皮色および糖度にはいずれの処理区でも有意な差は

認められなかった．含核数は人工受粉区と無処理区

で多く，GA 区では少なかった（第 2 表）． 
 

試試験験 22．．ＧＧＡＡ処処理理，，花花粉粉品品種種とと花花粉粉のの発発芽芽率率のの違違いい  

がが着着果果とと果果実実品品質質にに及及ぼぼすす影影響響  

摘果時の着果率は，花粉品種間では発芽率約 20％
の下で比較した場合，‘猩々’を用いた区で低く，‘豊

岡’を用いた区で高い傾向がみられた．‘禅寺丸’の

花粉で石松子を用いて希釈して発芽率 20%と 50%で

人工受粉した区で比較すると，着果率は発芽率 50%
の区で高い傾向を示した．摘果果実の有核率は，花粉

品種間では着果率が高かった‘豊岡’でやや低く，着

果率が低かった‘夫婦柿’で高い傾向を示した．収穫

時の着果率は，花粉品種に関係なく，概ね同等であっ

たが，有核率は‘禅寺丸’の発芽率が 50%の花粉を人

着果率 (%) 有核率 (%) 着果率 (%) 有核率 (%)
GA 200ppm 71.2 26.7 87.2 29.6
人工受粉＋GA 200ppm 68.6 33.5 87.8 44.8
人工受粉 44.6 73.2 67.0 72.2
無処理 71.3 54.5 79.7 81.3
z 着果率は摘蕾後の蕾数に対する着果数の割合，有核率は全摘果果実に対する有核果の割合

y 着果率は摘果後の果数に対する収穫果数の割合，有核率は全収穫果実に対する有核果の割合

処理区
摘果時z 収穫時y

Table 1.Effects of GA application,hand pollination and combined
 　　　 treatment on fruit set and seeded fruit of ‘Gosho’

第1表　カキ‘御所’の着果率と有核率に及ぼすGA処理，人工受粉処理
       および両処理併用の影響(2008)

      上田直也ら：カキ‘御所’の生理的落果に及ぼすジベレリン処理および環状剥皮の影響                 (47)  

工受粉した区で 100%と高い傾向を示した（第 3 表）． 
果実品質については，果皮色はカラーチャート値

が無処理区で高く，GA 区で低くなった．果実重およ

び糖度はいずれの処理区でも有意な差は見られなか

った．含核数は人工受粉区で多く，GA 区では少なか

った（第 4 表）． 
  

試試験験 33．．ＧＧＡＡ処処理理がが着着果果ににおおよよぼぼすす影影響響  

収穫時の着果率は 2017 年，2018 年ともに GA 区で

は無処理区と比べて有意な差はみられなかったもの

の高くなる傾向がみられた．しかし，2018 年の GA 処

理区は収穫時の着果率が 56.7%であり，2017 年の

84.8%と比べて低かった（第 5 表）． 
 

試試験験 44．．環環状状剥剥皮皮処処理理がが着着果果ににおおよよぼぼすす影影響響  

2015 年の‘御所’の摘果時の着果率，収穫時の着

果率はともに満開 5 日後の処理で高い傾向がみられ

た（第 6 表）．2016 年および 2017 年は摘果時の着果

率は処理区のほうが無処理区と比べて同等からやや

高い傾向がみられ，収穫時の着果率は処理区のほう

が無処理区より高い傾向がみられた（第 7 表）． 

着果率 (%) 有核率 (%) 着果率 (%) 有核率 (%)
GA 100ppm 65.6 44.4 60.6 15.0
禅寺丸（高率） 70.8 75.0 58.8 100.0
禅寺丸（低率） 52.2 66.7 77.3 47.1
夫婦柿 48.6 100 74.1 55.0
豊岡 61.1 60.0 73.9 52.9
猩々 44.0 - w 88.2 53.3
無処理 73.0 - 80.0 53.1
z 禅師丸（高率）以外の処理区は全て発芽率が20％程度となるように石松子で希釈し,禅師丸　 

  （高率）は希釈を行わず発芽率約50％の状態で人工受粉した．

y 着果率は摘蕾後の蕾数に対する着果数の割合，有核率は全摘果果実に対する有核果の割合

x 着果率は摘果後の果数に対する収穫果数の割合，有核率は全収穫果実に対する有核果の割合

w 調査せず

処理区z 摘果時y 収穫時x

Table 3.Effects of pollen cultivars and rate of germinated pollen on the fruit
          set and seeded fruit rate of ‘Gosho’

第3表　カキ‘御所’の着果率と有核率に及ぼす花粉品種と発芽率の
　　　 影響(2009)

第4表　カキ‘御所’の果実品質に及ぼすGAと人工受粉の影響(2009)

処理区z

GA 100ppm 189 a 6.4 b 16.0 a 0.2 b
人工受粉x 199 a 6.6 ab 16.3 a 0.9 a
無処理 207 a 6.8 a 16.6 a 0.5 ab
z 行間でアルファベットが異なる場合は5％水準でTukey-Kramerの多重検定により有意差あり

（n=17-49）

y 赤道部の値

x 使用した花粉は,‘禅寺丸’，‘夫婦柿’，‘猩々’および‘豊岡’を統合したもの

果実重
(g)

果皮色y

(CC)
糖度y

(Brix)
含核数

(個)

Table 4.Effects of GA application and hand pollination on fruit quality of
       　　‘Gosho’

処理区z

GA 200ppm 222 ab 6.7 a 16.7 a 0.3 b
人工受粉＋GA 200ppm 239 a 6.9 a 16.6 a 0.6 ab
人工受粉 214 ab 6.8 a 16.0 a 1.5 a
無処理 208 b 7.1 a 16.2 a 1.5 a
z 行間でアルファベットが異なる場合は5％水準でTukey-Kramerの多重検定により有意差あり

（n=11-23）
y 赤道部の値

第2表　カキ‘御所’の果実品質に及ぼすGA処理，人工受粉処理
       および両処理併用への影響(2008)

果実重
(g)

果皮色y

(CC)
糖度y

(Brix)
核数
(個)

Table 2.Effects of GA application,pollination and combined
        treatment on fruit quality of ‘Gosho’
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ては各品種の花粉を利用した区では人工受粉区とし

て解析を行った． 
 

試試験験 33．．ＧＧＡＡ処処理理がが着着果果ににおおよよぼぼすす影影響響  

奈良県果樹・薬草研究センターの圃場に 2008 年に

植栽した‘御所’を用いて 2017 年および 2018 年の 2
年間調査した．2017 年は 4 樹，2018 年は 6 樹供試し，

半数を GA 処理樹，残りを無処理樹とした．2017 年

は 5 月 30 日に，2018 年は 5 月 25 日に 1 枝 1～2 蕾と

なるように摘蕾し，蕾数を調査した．GA は 100ppm
を満開 10 日後に試験 1 と同様の方法で処理した．処

理は樹単位で行った．2017 年，2018 年ともに 6 月 30
日に着果数および葉数を調査し，葉果比が 20 になる

ように摘果した．その後，2017 年は 12 月 18 日，2018
年は 11 月 21 日に果実を収穫し，果実数と果実 20 個

について果実重，赤道部の糖度とカラーチャート値

および有核率を調査した． 
 

試試験験 44．．環環状状剥剥皮皮処処理理がが着着果果ににおおよよぼぼすす影影響響  

試験 3 と同一の樹を用い，2015 年は 6 樹，2016 年

は 4 樹，2017 年は 6 樹を供試した．地上部約 50cm の

位置に鋸を用い，幅 1mm 程度で師管部まで切断する

程度の深さの切れ込みを環状に一重に入れ，剥皮処

理を行った．処理時期として 2015 年は満開日の 5 日

後，12 日後および 18 日後に行い，各 2 樹を供試し

た．2016 年は満開日の 10 日後に剥皮を行い，2 樹を

処理樹，2 樹を無処理樹とした．2017 年は満開日の 9
日後に剥皮を行い，3 樹を処理樹，3 樹を無処理樹と

した．6 月下旬（2015 年は 6 月 24 日，2016 年は 6 月

26 日，2017 年は 6 月 30 日）に果実の数を調査した．

なお，2016 年は 8 月 5 日，2017 年は 6 月 30 日に葉

数および果実数を調査し，葉果比が 20 程度となるよ

うに摘果した．2015 年は葉数を計測せず達観にて 6
月 24 日に葉果比 20 程度となるように摘果した．そ

の後，12 月上旬～中旬（2015 年は 12 月 8 日，2016

年は 12 月 16 日，2017 年は 12 月 18 日）に果実を収

穫し，試験 3 と同様にして調査を行った． 
 
 

結結果果  

 
試試験験 11．．ＧＧＡＡ処処理理とと人人工工受受粉粉がが着着果果とと果果実実品品質質にに及及

ぼぼすす影影響響    

摘果時の着果率は人工受粉区で最も低くなり，

GA 区，人工受粉＋GA 区および無処理区では高い傾

向がみられた．一方，摘果時の果実の有核率は GA
区で最も低くなり，人工受粉区で最も高い傾向がみ

られた．収穫時の着果率は GA 区，人工受粉＋GA
区および無処理区で高い傾向を示し，収穫果実の有

核率は GA 処理区で低く，人工受粉区と無処理区で

高い傾向がみられた（第 1 表）． 
果実品質については，果実重は人工受粉+GA 区で

大きく，無処理区で小さかったが，人工受粉と GA の

単独処理では有意な差は認められなかった．また，果

皮色および糖度にはいずれの処理区でも有意な差は

認められなかった．含核数は人工受粉区と無処理区

で多く，GA 区では少なかった（第 2 表）． 
 

試試験験 22．．ＧＧＡＡ処処理理，，花花粉粉品品種種とと花花粉粉のの発発芽芽率率のの違違いい  

がが着着果果とと果果実実品品質質にに及及ぼぼすす影影響響  

摘果時の着果率は，花粉品種間では発芽率約 20％
の下で比較した場合，‘猩々’を用いた区で低く，‘豊

岡’を用いた区で高い傾向がみられた．‘禅寺丸’の

花粉で石松子を用いて希釈して発芽率 20%と 50%で

人工受粉した区で比較すると，着果率は発芽率 50%
の区で高い傾向を示した．摘果果実の有核率は，花粉

品種間では着果率が高かった‘豊岡’でやや低く，着

果率が低かった‘夫婦柿’で高い傾向を示した．収穫

時の着果率は，花粉品種に関係なく，概ね同等であっ

たが，有核率は‘禅寺丸’の発芽率が 50%の花粉を人

着果率 (%) 有核率 (%) 着果率 (%) 有核率 (%)
GA 200ppm 71.2 26.7 87.2 29.6
人工受粉＋GA 200ppm 68.6 33.5 87.8 44.8
人工受粉 44.6 73.2 67.0 72.2
無処理 71.3 54.5 79.7 81.3
z 着果率は摘蕾後の蕾数に対する着果数の割合，有核率は全摘果果実に対する有核果の割合

y 着果率は摘果後の果数に対する収穫果数の割合，有核率は全収穫果実に対する有核果の割合

処理区
摘果時z 収穫時y

Table 1.Effects of GA application,hand pollination and combined
 　　　 treatment on fruit set and seeded fruit of ‘Gosho’

第1表　カキ‘御所’の着果率と有核率に及ぼすGA処理，人工受粉処理
       および両処理併用の影響(2008)

      上田直也ら：カキ‘御所’の生理的落果に及ぼすジベレリン処理および環状剥皮の影響                 (47)  

工受粉した区で 100%と高い傾向を示した（第 3 表）． 
果実品質については，果皮色はカラーチャート値

が無処理区で高く，GA 区で低くなった．果実重およ

び糖度はいずれの処理区でも有意な差は見られなか

った．含核数は人工受粉区で多く，GA 区では少なか

った（第 4 表）． 
  

試試験験 33．．ＧＧＡＡ処処理理がが着着果果ににおおよよぼぼすす影影響響  

収穫時の着果率は 2017 年，2018 年ともに GA 区で

は無処理区と比べて有意な差はみられなかったもの

の高くなる傾向がみられた．しかし，2018 年の GA 処

理区は収穫時の着果率が 56.7%であり，2017 年の

84.8%と比べて低かった（第 5 表）． 
 

試試験験 44．．環環状状剥剥皮皮処処理理がが着着果果ににおおよよぼぼすす影影響響  

2015 年の‘御所’の摘果時の着果率，収穫時の着

果率はともに満開 5 日後の処理で高い傾向がみられ

た（第 6 表）．2016 年および 2017 年は摘果時の着果

率は処理区のほうが無処理区と比べて同等からやや

高い傾向がみられ，収穫時の着果率は処理区のほう

が無処理区より高い傾向がみられた（第 7 表）． 

着果率 (%) 有核率 (%) 着果率 (%) 有核率 (%)
GA 100ppm 65.6 44.4 60.6 15.0
禅寺丸（高率） 70.8 75.0 58.8 100.0
禅寺丸（低率） 52.2 66.7 77.3 47.1
夫婦柿 48.6 100 74.1 55.0
豊岡 61.1 60.0 73.9 52.9
猩々 44.0 - w 88.2 53.3
無処理 73.0 - 80.0 53.1
z 禅師丸（高率）以外の処理区は全て発芽率が20％程度となるように石松子で希釈し,禅師丸　 

  （高率）は希釈を行わず発芽率約50％の状態で人工受粉した．

y 着果率は摘蕾後の蕾数に対する着果数の割合，有核率は全摘果果実に対する有核果の割合

x 着果率は摘果後の果数に対する収穫果数の割合，有核率は全収穫果実に対する有核果の割合

w 調査せず

処理区z 摘果時y 収穫時x

Table 3.Effects of pollen cultivars and rate of germinated pollen on the fruit
          set and seeded fruit rate of ‘Gosho’

第3表　カキ‘御所’の着果率と有核率に及ぼす花粉品種と発芽率の
　　　 影響(2009)

第4表　カキ‘御所’の果実品質に及ぼすGAと人工受粉の影響(2009)

処理区z

GA 100ppm 189 a 6.4 b 16.0 a 0.2 b
人工受粉x 199 a 6.6 ab 16.3 a 0.9 a
無処理 207 a 6.8 a 16.6 a 0.5 ab
z 行間でアルファベットが異なる場合は5％水準でTukey-Kramerの多重検定により有意差あり

（n=17-49）

y 赤道部の値

x 使用した花粉は,‘禅寺丸’，‘夫婦柿’，‘猩々’および‘豊岡’を統合したもの

果実重
(g)

果皮色y

(CC)
糖度y

(Brix)
含核数

(個)

Table 4.Effects of GA application and hand pollination on fruit quality of
       　　‘Gosho’

処理区z

GA 200ppm 222 ab 6.7 a 16.7 a 0.3 b
人工受粉＋GA 200ppm 239 a 6.9 a 16.6 a 0.6 ab
人工受粉 214 ab 6.8 a 16.0 a 1.5 a
無処理 208 b 7.1 a 16.2 a 1.5 a
z 行間でアルファベットが異なる場合は5％水準でTukey-Kramerの多重検定により有意差あり

（n=11-23）
y 赤道部の値

第2表　カキ‘御所’の果実品質に及ぼすGA処理，人工受粉処理
       および両処理併用への影響(2008)

果実重
(g)

果皮色y

(CC)
糖度y

(Brix)
核数
(個)

Table 2.Effects of GA application,pollination and combined
        treatment on fruit quality of ‘Gosho’
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考考察察  

 
カキにおける生理的落果の多少には種子の有無と

その品種の単為結果力が大きく影響することが報告 
されており，‘御所’は種子形成力が低いことから，

有核果が少なく，単為結果力も低いため生理的落果

が特に多い品種に分類されている（梶浦，1940）．本

研究においては試験 1 では無処理区でミツバチ等訪

花昆虫により受粉されたと推測されるが，有核率が

人工受粉区と同程度であり，人工受粉が生理的落果

に及ぼす影響は判然としなかった．また，試験 2 にお

いては花粉品種や花粉発芽率で着果率に大差なく，

有核率も‘禅寺丸’の発芽率 50％の高い花粉区以外

は無処理区の有核率 53.1％とほぼ同等であった．人

工受粉により，生理的落果を顕著に減少させること

は困難であることが明らかとなった．  
GA 処理は，カキの落果防止を目的として 50～

200ppm で満開 10 日後に幼果およびへたに散布する

ことを要件に農薬登録されている．GA 処理によるカ

キの着果安定を目的とした試験は，‘富有’（永沢ら，

1968），‘前川次郎’（長谷川・中島，1990），‘伊豆’

（林ら，1996），‘平核無’および‘刀根早生’（矢野

ら，1999），‘新秋’（蒲生・文室，2001），‘早秋’（杉

村，2009）など単為結果力が弱い甘ガキで多く報告さ

れている．本研究における‘御所’の収穫時の着果率

に GA 処理が及ぼす影響については，2008 年，2009
年，2017 年および 2018 年の 4 ヶ年の試験において試

験を実施したが，摘果時および収穫時の着果率とも

に 2009 年を除いた 3 ヶ年でいずれも無処理区と比べ

て高い傾向を示した（第 1 表，第 3 表，第 5 表）．有

核率については 2008 年，2009 年は無処理区よりも

GA 処理区の方が低く，2017 年および 2018 年は同程

度であった（第 1 表，第 3 表，第 5 表）．単為結果力

が低く，種子形成能力の高い‘富有’は，種子が 3 個

以上入った果実は落果しにくいが，それ以下では落

果の発生が多いことが報告されている（薬師寺ら，

1991）．一方，‘御所’は単為結果力，種子形成能力と

もに低く，有核率に関わらず GA 処理によって着果

第5表 GA処理がカキ‘御所’の着果率に及ぼす影響

摘果時 収穫時 摘果時 収穫時

着果率 着果率 着果率 着果率

(%)z (%)y (%)x (%)w (%)y (%)x

GA 100ppm 64.9 84.8 25.0 - 56.7 27.7
無処理 61.9 39.1 20.0 - 32.4 21.7

z 摘蕾後の蕾数に対する6月末の着果率

y 摘果後の着果数に対する収穫時の着果率

x 収穫果実20果に対する有核果の割合

w 未調査

Table 5.Effects of GA application on fruit set of ‘Gosho’

処理区

2017 2018

有核率 有核率

第7表 環状剥皮がカキ‘御所’の着果率に及ぼす影響
Table 7.Effects of girdling on fruit set of ‘Gosho’

摘果時 収穫時 摘果時 収穫時

着果率 着果率 着果率 着果率

(%)y (%)x (%)w (%)y (%)x (%)v

剥皮処理z 74.5 81.6 - 63.9 79.2 10.0
無処理 70.6 70.7 - 61.9 39.1 20.0

z 2016年は満開10日後、2017年は満開9日後に処理
y 摘蕾後の蕾数に対する6月末の着果率
x 摘果後の着果数に対する収穫時の着果率
w 未調査
v 収穫果実20果に対する有核果の割合

有核率 有核率処理区

2016 2017

摘果時 収穫時

着果率 着果率

(%)z (%)y

満開5日後 87.7 59.8
満開12日後 54.9 23.8
満開18日後 44.7 36.3
z 摘蕾後の蕾数に対する6月末の着果率

y 摘果後の着果数に対する収穫時の着果率

処理時期

Table 6.Effects of time of girdling on fruit set of
       ‘Gosho’

第6表 環状剥皮の時期がカキ‘御所’の
      着果率に及ぼす影響(2015)

      上田直也ら：カキ‘御所’の生理的落果に及ぼすジベレリン処理および環状剥皮の影響                 (49)  

率が向上する可能性が推察された． 
環状剥皮がカキの着果率に及ぼす影響については，

様々な検討がされており，‘刀根早生’は満開 10 日後

までの処理で生理的落果の抑制効果が高く（矢野ら，

1999），‘平核無’は処理時期が早いほど生理的落果の

抑制効果が高く，4 月 24 日処理が最も優れることが

報告されている（藤本ら，1998）．また，環状剥皮と

同様の効果が得られる結縛処理により‘西条’および

‘前川次郎’では 6 月 10 日に側枝単位で（長谷川ら，

1991），‘伊豆’および‘松本早生富有’では 5 月 13
日に亜主枝単位での結縛処理により生理的落果が減

少することが報告されている（長谷川ら，1992）．本

研究における‘御所’についても満開後剥皮処理を行

うまでの期間が短い方が着果率が高くなる傾向がみ

られた（第 6 表）．また，満開 10 日後の主幹部への剥

皮処理によって無処理区と比べて着果率が高くなる

傾向がみられた（第 7 表）． 
カキの生理的落果は開花後まもなく起こる早期落

果と，8 月以降に起こる後期落果が存在することが報

告されている（梶浦，1940）．早期落果については受

粉の有無，樹の栄養状態，薬害および日照時間の影響

により増加することが報告されている（梶浦，1942）．
一方，後期落果は夏期の乾燥により一時伸長を停止

した根が 8 月中下旬以降の降雨により再び旺盛な発

育を行い，その際に根と果実との間に養分競合が生

じることと，降雨による日照不足が影響することが

報告されている（梶浦，1941）．後期落果については

品種による差が大きく，‘甲州百目’，‘衣紋’，および

‘横野’などの一部の品種では発生しやすいが，‘富

有’ではほとんど発生しないことが報告されている

（梶浦，1942）．‘御所’については単為結果力が低く，

種子形成能力も低いことから，単為結果しにくい条

件では全果が落果することが想定されているが，‘御

所’の早期落果，後期落果の発生割合については検討

されていない．また，県内の産地においては‘御所’

の生理的落果が問題となっており，後期落果の割合

も多いとされている．本試験においては，摘果時点の

着果率はいずれの年でも大きな差は無いが，摘果時

点の着果率と比べて収穫時点の着果率が大きく減少

した 2018 年の 9 月，2017 年の 10 月の日照時間は平

年値の 6 割と少なく，後期落果が収穫時点の着果率

に影響した可能性があったと推察される（第 1 図）．

しかし，2016 年の 9 月は同様に日照時間が平年値の

6 割程度と少なかったが，無処理区の収穫時点の着果

率は 70.7%と 2017 年（39.1%），2018 年（32.4%）と

比べて明らかに高い傾向がみられた．この原因につ

いては不明であるが， 2016 年の無処理区は 2017 年

と比べて摘蕾前の着蕾数が半数程度と少なく（デー

タ省略），着果数自体が少なかったため，生理的落果

が少なくなった可能性がある．いずれにせよ，今回検

討した GA 処理および環状剥皮処理は無処理区と比

べて収穫時点の着果率が向上したことから，これら

の処理が不十分ではあるが‘御所’の生理的落果を減

少させる手法であることが確認された． 
 

 
 

摘摘要要  

 
カキ‘御所’の生理的落果を抑制する方法として満

開 9～10日後の GA100～200ppm処理および地際より

約 50cm 上の位置への幅 1mm 程度の主幹部環状剥皮

を満開 5～10 日後に実施することを検討した．GA 処

理および環状剥皮のいずれの処理においても無処理

区よりも収穫時の着果率は高くなる傾向がみられた． 
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第 1 図 試験期間における日照時間 

Fig.1.Duration of sunshine at the year of experiment 
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考考察察  

 
カキにおける生理的落果の多少には種子の有無と

その品種の単為結果力が大きく影響することが報告 
されており，‘御所’は種子形成力が低いことから，

有核果が少なく，単為結果力も低いため生理的落果

が特に多い品種に分類されている（梶浦，1940）．本

研究においては試験 1 では無処理区でミツバチ等訪

花昆虫により受粉されたと推測されるが，有核率が

人工受粉区と同程度であり，人工受粉が生理的落果

に及ぼす影響は判然としなかった．また，試験 2 にお

いては花粉品種や花粉発芽率で着果率に大差なく，

有核率も‘禅寺丸’の発芽率 50％の高い花粉区以外

は無処理区の有核率 53.1％とほぼ同等であった．人

工受粉により，生理的落果を顕著に減少させること

は困難であることが明らかとなった．  
GA 処理は，カキの落果防止を目的として 50～

200ppm で満開 10 日後に幼果およびへたに散布する

ことを要件に農薬登録されている．GA 処理によるカ

キの着果安定を目的とした試験は，‘富有’（永沢ら，

1968），‘前川次郎’（長谷川・中島，1990），‘伊豆’

（林ら，1996），‘平核無’および‘刀根早生’（矢野

ら，1999），‘新秋’（蒲生・文室，2001），‘早秋’（杉

村，2009）など単為結果力が弱い甘ガキで多く報告さ

れている．本研究における‘御所’の収穫時の着果率

に GA 処理が及ぼす影響については，2008 年，2009
年，2017 年および 2018 年の 4 ヶ年の試験において試

験を実施したが，摘果時および収穫時の着果率とも

に 2009 年を除いた 3 ヶ年でいずれも無処理区と比べ

て高い傾向を示した（第 1 表，第 3 表，第 5 表）．有

核率については 2008 年，2009 年は無処理区よりも

GA 処理区の方が低く，2017 年および 2018 年は同程

度であった（第 1 表，第 3 表，第 5 表）．単為結果力

が低く，種子形成能力の高い‘富有’は，種子が 3 個

以上入った果実は落果しにくいが，それ以下では落

果の発生が多いことが報告されている（薬師寺ら，

1991）．一方，‘御所’は単為結果力，種子形成能力と

もに低く，有核率に関わらず GA 処理によって着果

第5表 GA処理がカキ‘御所’の着果率に及ぼす影響

摘果時 収穫時 摘果時 収穫時

着果率 着果率 着果率 着果率

(%)z (%)y (%)x (%)w (%)y (%)x

GA 100ppm 64.9 84.8 25.0 - 56.7 27.7
無処理 61.9 39.1 20.0 - 32.4 21.7

z 摘蕾後の蕾数に対する6月末の着果率

y 摘果後の着果数に対する収穫時の着果率

x 収穫果実20果に対する有核果の割合

w 未調査

Table 5.Effects of GA application on fruit set of ‘Gosho’

処理区

2017 2018

有核率 有核率

第7表 環状剥皮がカキ‘御所’の着果率に及ぼす影響
Table 7.Effects of girdling on fruit set of ‘Gosho’

摘果時 収穫時 摘果時 収穫時

着果率 着果率 着果率 着果率

(%)y (%)x (%)w (%)y (%)x (%)v

剥皮処理z 74.5 81.6 - 63.9 79.2 10.0
無処理 70.6 70.7 - 61.9 39.1 20.0

z 2016年は満開10日後、2017年は満開9日後に処理
y 摘蕾後の蕾数に対する6月末の着果率
x 摘果後の着果数に対する収穫時の着果率
w 未調査
v 収穫果実20果に対する有核果の割合

有核率 有核率処理区

2016 2017

摘果時 収穫時

着果率 着果率

(%)z (%)y

満開5日後 87.7 59.8
満開12日後 54.9 23.8
満開18日後 44.7 36.3
z 摘蕾後の蕾数に対する6月末の着果率

y 摘果後の着果数に対する収穫時の着果率

処理時期

Table 6.Effects of time of girdling on fruit set of
       ‘Gosho’

第6表 環状剥皮の時期がカキ‘御所’の
      着果率に及ぼす影響(2015)

      上田直也ら：カキ‘御所’の生理的落果に及ぼすジベレリン処理および環状剥皮の影響                 (49)  

率が向上する可能性が推察された． 
環状剥皮がカキの着果率に及ぼす影響については，

様々な検討がされており，‘刀根早生’は満開 10 日後

までの処理で生理的落果の抑制効果が高く（矢野ら，

1999），‘平核無’は処理時期が早いほど生理的落果の

抑制効果が高く，4 月 24 日処理が最も優れることが

報告されている（藤本ら，1998）．また，環状剥皮と

同様の効果が得られる結縛処理により‘西条’および

‘前川次郎’では 6 月 10 日に側枝単位で（長谷川ら，

1991），‘伊豆’および‘松本早生富有’では 5 月 13
日に亜主枝単位での結縛処理により生理的落果が減

少することが報告されている（長谷川ら，1992）．本

研究における‘御所’についても満開後剥皮処理を行

うまでの期間が短い方が着果率が高くなる傾向がみ

られた（第 6 表）．また，満開 10 日後の主幹部への剥

皮処理によって無処理区と比べて着果率が高くなる

傾向がみられた（第 7 表）． 
カキの生理的落果は開花後まもなく起こる早期落

果と，8 月以降に起こる後期落果が存在することが報

告されている（梶浦，1940）．早期落果については受

粉の有無，樹の栄養状態，薬害および日照時間の影響

により増加することが報告されている（梶浦，1942）．
一方，後期落果は夏期の乾燥により一時伸長を停止

した根が 8 月中下旬以降の降雨により再び旺盛な発

育を行い，その際に根と果実との間に養分競合が生

じることと，降雨による日照不足が影響することが

報告されている（梶浦，1941）．後期落果については

品種による差が大きく，‘甲州百目’，‘衣紋’，および

‘横野’などの一部の品種では発生しやすいが，‘富

有’ではほとんど発生しないことが報告されている

（梶浦，1942）．‘御所’については単為結果力が低く，

種子形成能力も低いことから，単為結果しにくい条

件では全果が落果することが想定されているが，‘御

所’の早期落果，後期落果の発生割合については検討

されていない．また，県内の産地においては‘御所’

の生理的落果が問題となっており，後期落果の割合

も多いとされている．本試験においては，摘果時点の

着果率はいずれの年でも大きな差は無いが，摘果時

点の着果率と比べて収穫時点の着果率が大きく減少

した 2018 年の 9 月，2017 年の 10 月の日照時間は平

年値の 6 割と少なく，後期落果が収穫時点の着果率

に影響した可能性があったと推察される（第 1 図）．

しかし，2016 年の 9 月は同様に日照時間が平年値の

6 割程度と少なかったが，無処理区の収穫時点の着果

率は 70.7%と 2017 年（39.1%），2018 年（32.4%）と

比べて明らかに高い傾向がみられた．この原因につ

いては不明であるが， 2016 年の無処理区は 2017 年

と比べて摘蕾前の着蕾数が半数程度と少なく（デー

タ省略），着果数自体が少なかったため，生理的落果

が少なくなった可能性がある．いずれにせよ，今回検

討した GA 処理および環状剥皮処理は無処理区と比

べて収穫時点の着果率が向上したことから，これら

の処理が不十分ではあるが‘御所’の生理的落果を減

少させる手法であることが確認された． 
 

 
 

摘摘要要  

 
カキ‘御所’の生理的落果を抑制する方法として満

開 9～10日後の GA100～200ppm処理および地際より

約 50cm 上の位置への幅 1mm 程度の主幹部環状剥皮

を満開 5～10 日後に実施することを検討した．GA 処

理および環状剥皮のいずれの処理においても無処理

区よりも収穫時の着果率は高くなる傾向がみられた． 
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 短 報  

薬薬用用作作物物ヤヤママトトトトウウキキ((AAnnggeelliiccaa  aaccuuttiilloobbaa  KKiittaaggaawwaa))ににおおけけるる  

葉葉のの収収穫穫部部位位がが根根のの収収量量にに及及ぼぼすす影影響響  
 

米田健一 
 

Effects of leaf harvest area on root weight of Angelica acutiloba Kitagawa 
 
  KOMEDA Kenichi  
 
Key words: Angelica acutiloba Kitagawa, medicinal plant, leaf harvesting, root weight  
 
 
 
ヤマトトウキ（Angelica acutiloba Kitagawa）は，

「ヤマト」の名が示すとおり本県において古くから

栽培されてきた薬用作物である（福田ら，2009）．
根を通例湯通ししたものは「当帰（とうき）」と呼

ばれる生薬となる（厚生労働省，2016）．血液循環
を高める作用があり，強壮，鎮静，鎮痛および補血

といった薬効があるため（伊藤ら，2012），多くの
漢方薬の構成生薬とされる．一方で葉は，2012年に
医薬品の範囲に関する基準が改正された際に（厚生

労働省，2012），医薬品的効能効果を標ぼうしない
限りは直ちには医薬品と見なさないとされた．この

ことが契機となり，従来の根の薬用利用に加えて，

葉を食品として利用する取り組みが拡がっている．

現在，乾燥葉を利用したハーブティー，ハーブソル

ト，ドレッシングまたは菓子などの商品が開発され

ており，いくつかの飲食店で葉を使用したメニュー

が提供されている（米田，2017; 奈良県，2020）．ま
た，生葉が一般家庭向けに小売販売された事例もあ

る（大和ハーブ協会，2017）． 
このような背景の下で，県内のヤマトトウキの生

産現場では，葉が繁茂してくる夏以降に葉を収穫し

て食用として出荷し，さらに冬に根を掘り出して薬

用として出荷する作型が増加しつつある．これまで

に，葉の夏秋収穫において全葉の収穫は株の枯死を

招く場合があることや，葉の収穫量に比例して根重

が減少することが報告されており（米田・浅尾，

2020），全葉収穫を避けて葉を部分的に収穫するこ
とで根の収量への影響を抑える方法が取られてい

る．一方で，葉の利用が拡がるにつれ，実需者から

求められる葉の種類が，香りは強いがやや固いため 
 

主に加工用に用いられる成葉と，柔らかいため生食

用途などで利用しやすい若葉とに，用途によって分

かれつつある．ヤマトトウキでは，株の中央付近に

位置する成長点から順次葉が発生し，外側に広がっ

ていく．したがって，生長点から遠い株の外縁部に

は成葉や古葉が多く，生長点に近い中央部には若葉

が多く分布しており，必要とする葉の種類によりど

ちらの部位から収穫するか判断される場合が多い．

しかし，こうした葉の収穫部位の違いが根の収量に

及ぼす影響については明らかとなっていない．そこ

で，当研究では葉の収穫部位を株の外縁部と中央部

に分けて収穫試験を実施し，根の収量への影響を比

較検討した． 
 
 

材材料料おおよよびび方方法法  

 
試験は奈良県農業研究開発センター果樹・薬草研

究センター内の露地ほ場（五條市西吉野町）において

実施した． 
2017 年 3 月 17 日に，南北方向に長さ 8.1m，底幅

90cmの畝を，通路幅 50cm として東西に 3 畝並べて
設置した．白黒ダブルマルチ（岩谷マテリアル株式会

社，厚さ 0.023mm）を用いて，畝立てと同時に白色面
が外側になるように被覆した．なお，作業の前に緩効

性被覆肥料 （エコロング 413-180，ジェイカムアグリ
株式会社，N:P:K=14:11:13）を 200g/m2（窒素成分

28kg/10a相当）全層施肥した． 
定植は 4月 18日に行った．株間 25cm，条間 40cm

の 2条千鳥植えとし，円形カッター（ぽんぽんカッタ 
 




